
   

感染症発生動向調査 衛生公害研究所ホームページに掲載

  平成21年第26週
（6月22日～6月28日）

◆　 今週のコメント（この週報は，6/22～6/28の期間についての記載ですが，新型インフルエンザについては最新の情報を掲載しています。）

･

◆　 今週のトピックス：＜咽頭結膜熱＞

◆　発生状況

・ 新型インフルエンザ等感染症：新型インフルエンザA（H1N1）１１例　【１月以降の累積報告数 １６例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ４　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １５８　

（降順5位まで）   ②　水痘 ３８　

  ③　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３５　

  ④　突発性発しん １９　

  ⑤　流行性耳下腺炎 １３　

眼科   流行性角結膜炎 １　

（検体名は，紙面の都合上，鼻咽頭ぬぐい液をNP，糞便をFC，髄液をSF，尿をURと略す。）

ありません。

【次ページ以降の主な内容】

　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜咽頭結膜熱＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成21年7月2日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。

また，本情報での患者数は，届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。

病原体情報は，病原体定点等から京都市衛生公害研究所へ搬入された検体から検出された病原体です。

今週の定点当たり報告数は０.２７で，過去５年平均値を下回っているものの，本年で最も多くなってい
ます。
　詳細をトピックスに掲載しています。

３．８５

感染症名

０．１０

０．３２

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfuku
shi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html

京都市感染症週報

新型インフルエンザA（H1N1)の報告が，平成２１年６月３０日（第２５週の感染症週報発行）以降１１例
（通算６例目～１６例目）あります。
　６例目は，７月１日に確認され，年齢は３５歳で，アメリカに滞在し，帰国後発熱したものです。

７～１０例目は，７月２日に４名確認され，年齢は１６～１９歳で，アメリカからの同一のツアー客です。日
本を観光中に京都市内で発熱したものです。

１１例目は，７月３日に確認され，年齢は１６歳で，カナダに短期留学で滞在し,帰国後発熱したもので
す。なお，帰国後の登校はしていません。

１２例目は，７月６日に確認され，年齢は６歳で，アメリカの小学校に在学しており，一時帰国後発熱し
たものです。
　１３例目は，７月６日に確認され，年齢は３９歳で，タイから帰国後，発熱したものです。

１４～１６例目は，７月７日に確認され，年齢は２０歳２例，２１歳１例で，すべて国内で発生したもので
す。

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生公害研究所 ）
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定点当たり報告数 
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　定点報告の主な感染症

　病原体情報

　全数報告の感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２６週）と先週（第２５週）の定点当たり報告数の比較

２　腸管出血性大腸菌感染症（三類感染症）の推移

０ 例（２０例）

０ 例

６ 例

７３ 例（８６３例）

３　主な感染症（小児科）の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ 水痘

　　　　　　　　 ３ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 　　　　　 ４ 突発性発しん

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。

＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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本市 全国 本市 全国 本市 全国

平成21年
（第26週まで）

0 25 0 0 0 49

平成20年 2 121 0 2 0 197

平成19年 0 79 0 1 0 143

平成18年 0 284 0 0 0 188

平成17年 1 189 0 4 0 166

今週（第２６週）のトピックス：＜咽頭結膜熱＞

　今週の定点当たり報告数は０.２７で，過去５年平均値を下回っているものの，本年で最も多くなっています。
年齢階級別では，本市及び全国共に，１歳の報告が多くなっています。また，次いで多いのは，本市では２歳，全国

では３歳及び４歳となっています。
平成17年から平成21年第２６週までの間の咽頭結膜熱患者から分離・検出されたウイルスの報告において，本市で

はアデノウイルス３型が３例報告されており，重症肺炎など重篤な合併症を引き起こすとされるアデノウイルス７型は報
告されていません。全国ではアデノウイルス７型は，平成１７年に４例，平成１９年に１例，平成２０年に２例が報告されて
います。

本市及び全国の定点当たり報告数の推移

年齢階級別定点当たり報告数

咽頭結膜熱患者から分離・検出されたウイルスの報告数（本市及び全国）
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